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震
災
発
生
時
の
避
難
所
と

な
る
学
校
、
あ
ら
ゆ
る
活

動
の
拠
点
と
な
る
市
庁
舎
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
耐
震
強
化
が
急
が
れ

る
。
ま
た
、
災
害
に
弱
い
西
小
倉

地
域
を
防
災
モ
デ
ル
地
域
に
指
定

し
重
点
的
に
耐
震
強
化
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

学
校
や
庁
舎
等
の
公
共

施
設
の
う
ち
耐
震
調
査
が

必
要
と
さ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は

順
次
調
査
を
実
施
し
、
改
修
が
必

要
な
施
設
に
つ
い
て
は
計
画
的
に

改
修
を
行
っ
て
お
り
今
後
も
継
続

的
に
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
電

気
・
水
道
・
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
耐
震
強
化
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
市
内
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
各
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機

関
も
委
員
と
し
て
入
っ
て
い
る
宇

治
市
防
災
会
議
に
お
い
て
、
点

検
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

西
小
倉
地
域
は
、
防
災
モ
デ
ル

地
域
の
指
定
は
し
て
い
な
い
が
道

路
、
橋
梁
、
河
川
の
改
良
や
排
水

路
を
暗
渠
化
し
、
西
宇
治
公
園
を

災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
お
り
、

今
後
も
都
市
基
盤
の
整
備
を
計
画

的
に
行
い
、
住
民
と
市
が
一
緒
に

災
害
時
の
避
難
体
制
等
に
つ
い
て

協
議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

来
年
度
は
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
終
結
か
ら
60
年

目
の
節
目
と
な
る
。
戦
争
遺
跡
か

ら
平
和
を
学
び
、
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
く
の
は
、
今
の
時
代
に
生

き
る
者
の
使
命
で
あ
る
。
地
元
の

戦
争
遺
跡
か
ら
平
和
を
学
ぶ
取
り

組
み
を
大
き
く
広
げ
て
は
ど
う
か
。

戦
争
遺
跡
の
保
存
や

平
和
啓
発
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
の
理
念
に
基
づ
き
、

宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
を

中
心
に
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
。
戦
争
遺
跡
の
平
和
事
業
へ
の

活
用
に
つ
い
て
、
戦
争
中
の
旧
宇

治
火
薬
製
造
所
の
遺
跡
と
し
て
、

旧
陸
軍
省
の
石
柱
や
宇
治
少
年
院

敷
地
に
あ
る
三
条
痕
の
敷
石
、
ま

た
京
都
大
学
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
あ
る
赤
レ
ン
ガ
建
物
に
つ
い
て

は
、
現
物
ま
た
は
写
真
パ
ネ
ル
に

よ
り
、
現
在
保
存
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の

貸
出
の
要
請
に
応
え
、
平
和
の
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

来
年
度
が
戦
後
60
周
年
の
節

目
の
年
で
あ
る
こ
と
も
含
め
、
宇

治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
に
諮

り
、
今
後
と
も
平
和
啓
発
に
積
極

的
に
活
用
し
た
い
と
考
え
る
。

答

市
政
を
市
民
に
開
か
れ

た
も
の
に
す
る
た
め
、
労

使
交
渉
の
情
報
公
開
が
急
が
れ
る
。

労
使
の
な
れ
合
い
は
密
室
協
議
が

原
因
で
あ
り
、
直
ち
に
市
民
に
公

開
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
議
員

の
傍
聴
も
交
渉
事
項
に
よ
っ
て
は

可
能
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
は
。

労
使
交
渉
の
情
報
公
開

は
今
日
的
な
流
れ
で
あ
り

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

公
開
に
は
３
段
階
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
第
１
に
、
労
働
組
合
か
ら

の
要
求
内
容
や
当
局
の
提
起
事
項

等
の
公
文
書
は
、
今
年
度
中
に
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
が
可
能

で
あ
る
。
第
２
に
、
交
渉
内
容
及

び
結
果
に
つ
い
て
も
、
労
使
協
議

の
上
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
き
た
い
。
第
３
に
、
交
渉
の

場
の
公
開
は
、
透
明
性
の
確
保
、

市
民
へ
の
説
明
責
任
と
い
う
点
で

大
き
な
利
点
が
あ
る
が
、
自
由
な

論
議
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
恐

れ
が
あ
り
、
意
思
形
成
過
程
に
あ

る
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開

さ
れ
る
た
め
な
じ
ま
な
い
等
の
意

見
も
あ
り
、
慎
重
な
判
断
を
要
す

る
。
た
だ
し
、
議
会
の
議
決
を
伴

う
公
務
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
の

交
渉
内
容
を
議
会
へ
公
開
す
る
こ

と
は
最
低
限
必
要
と
考
え
る
。

問答

一般質問 要 旨
問

答

平
成
16
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質

問
は
、
１
月
13
日
、
14
日
、
17
日

の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

14
人
の
議
員
が
質
問
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、

そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

労
使
交
渉
の
情
報
公
開
に
つ
い
て

―
答
弁
―
公
開
に
向
け
労
使
協
議
の
上
、

積
極
的
に
取
り
組
む

防 災

問

地元の戦争遺跡を活かした
平和を学ぶ取り組みを

―答弁―平和啓発に積極的に活用

平

和

市
は
、
労
務
管
理
に
つ

い
て
庁
内
職
員
だ
け
の
対

応
は
す
で
に
限
界
に
達
し
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
を
突
破
し

な
け
れ
ば
こ
と
は
な
ら
な
い
こ
と

を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
市
職
員
の

労
働
条
件
に
つ
い
て
、
専
門
家
の

聡
明
な
知
識
で
対
応
す
べ
き
で
は
。

行
政
運
営
の
コ
ス
ト
が

割
高
に
な
る
の
は
、
労
使

交
渉
、
労
使
合
意
と
い
う
柔
軟
性

の
欠
如
が
一
因
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
公
務
員
の
服
務
原
則
で
あ
る

公
共
の
利
益
の
た
め
に
と
い
う
原

点
に
立
ち
行
政
運
営
を
推
進
す
る

た
め
、
今
後
の
労
使
協
議
や
労
務

管
理
は
、
専
門
的
な
知
識
を
有
し
、

あ
わ
せ
て
民
間
の
経
営
理
念
と
地

方
自
治
に
も
精
通
し
た
人
材
を
外

部
か
ら
登
用
し
、
こ
の
問
題
に
対

応
し
た
い
と
考
え
る
。
な
お
、
こ

の
人
材
登
用
に
つ
い
て
は
、
現
在

事
務
を
進
め
て
い
る
平
成
17
年

度
に
向
け
た
組
織
・
機
構
の
見
直

し
の
な
か
で
、
新
た
に
（
仮
称
）

人
事
監
の
ポ
ス
ト
を
新
設
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
学
識
経
験
者
、

弁
護
士
や
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
の
専
門
家
、
市
民
代
表
か
ら
な

る
委
員
会
的
な
組
織
を
設
置
し
、

市
役
所
の
改
革
を
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
み
を
図
り
た
い
。

答

問
職員の労働条件について
専門家で対応すべきでは

―答弁―外部から人材を登用
する（仮称）人事監を新設し対応

人

事

６
千
万
円
以
上
の
工
事

は
、
多
く
の
市
民
生
活
に

影
響
を
与
え
る
大
規
模
な
工
事
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
札
制

度
に
実
質
改
革
の
手
が
入
っ
て
い

な
い
。
せ
め
て
、
変
動
性
最
低
制

限
価
格
制
度(

注)

を
導
入
す
る
な

ど
の
改
革
が
必
要
で
は
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
や

厳
し
い
競
争
環
境
に
よ
り

受
注
す
る
た
め
に
は
低
入
札
で
応

札
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
や
、
建

設
業
は
本
市
の
基
幹
企
業
で
あ
り
、

地
元
経
済
へ
の
影
響
も
多
大
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

平
成
16
年
12
月
、
６
千
万
円
未

満
の
工
事
で
は
最
低
制
限
価
格
制

度
の
導
入
等
の
改
革
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
６
千
万
円
以
上
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
経
費
面
で
の
一
定

の
工
夫
の
余
地
や
価
格
面
で
の
企

業
努
力
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
引
き
続
き
現
行
の
低
入
札

調
査
制
度
を
運
用
し
て
い
き
た
い
。

(

注)

最
低
制
限
価
格
以
上
の
価
格

で
申
し
込
み
を
し
た
者
の
う
ち
、

最
低
価
格
で
申
し
込
み
を
し
た
者

を
契
約
の
相
手
方
と
す
る
入
札
制

度
。
な
お
、
最
低
制
限
価
格
は
、

応
札
額
の
低
い
順
か
ら
３
分
の
２

の
入
札
参
加
業
者
の
応
札
額
を
平

均
し
た
額
の
90
％
と
す
る
。

答

問

景
観
法
は
、
創
意
に
よ

っ
て
は
今
後
の
景
観
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
本
市
の
方
針
を

強
力
に
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
景
観
法
の
活
用
に
際
し
、
宇

治
市
都
市
景
観
条
例
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
条
例
制
定
後
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

宇
治
市
都
市
景
観
条
例

制
定
後
、
同
条
例
に
基
づ

き
都
市
景
観
審
議
会
を
設
置
し
、

都
市
景
観
形
成
基
本
計
画
の
策
定
、

大
規
模
建
築
物
等
届
出
地
区
の
指

定
、
そ
し
て
大
規
模
建
築
物
誘
導

基
準
の
策
定
に
つ
い
て
、
諮
問
し

て
き
た
。
大
規
模
建
築
物
等
届
出

地
区
の
指
定
や
誘
導
基
準
の
策
定

で
は
、
全
市
を
７
地
区
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
誘
導
基

準
を
設
定
し
た
。
宇
治
妙
楽
マ
ン

シ
ョ
ン
計
画
で
は
、
世
界
遺
産
背

景
地
と
し
て
世
界
遺
産
か
ら
見
え

な
い
よ
う
に
計
画
す
る
よ
う
指
導

し
た
。
ま
た
、
都
市
景
観
形
成
の

輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
短
歌
調

で
宇
治
の
景
観
を
表
現
す
る
宇
治

景
観
十
帖
の
募
集
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
２
６
７
名
の
９
４
０
首
と

た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
っ
た
。
こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

市
民
の
景
観
に
対
す
る
意
識
は
さ

ら
に
向
上
さ
れ
た
と
考
え
る
。

防
災
都
市
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

―
答
弁
―
災
害
に
備
え
計
画
的
に

都
市
基
盤
の
整
備
を
行
う

防 災

問

答

宇治市都市景観条例はどの
ような効果があったのか

―答弁―景観に対する
市民の意識が向上

景

観

６千万円以上の工事の
入札制度も改革を

―答弁―引き続き現行の低入
札調査制度を運用

契

約

本
市
は
こ
れ
ま
で
環
境

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
な
ど
の

環
境
施
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
市
独

自
の
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
６
％
削

減
計
画
に
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

の
条
例
化
に
関
し
て
は
、

市
民
や
事
業
者
に
義
務
や
規
制
を

課
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

少
な
く
と
も
府
全
域
を
範
囲
と
す

る
広
域
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

府
で
は
府
南
部
地
域
の
環
境
対
策

の
推
進
を
図
る
た
め
、
住
民
、
事

業
者
、
行
政
が
互
い
に
連
携
し
、

協
働
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
取
り

組
ん
で
お
り
、
市
と
し
て
積
極
的

に
参
画
し
て
い
き
た
い
。

本
市
で
は
、
現
計
画
で
は
３
％

と
し
て
い
る
全
庁
的
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
目
標
値
に
つ
い
て
、
平

成
18
年
度
策
定
の
第
２
期
宇
治

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

中
で
十
分
検
討
し
再
設
定
す
る
。

宇
治
市
環
境
保
全
計
画
で
は
平
成

22
年
度
に
は
１
９
９
０
年
比
で

12
％
削
減
を
目
標
と
し
て
お
り
、

今
後
も
エ
コ
商
品
の
購
入
推
進
な

ど
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問答

環
境
施
策
へ
の
取
り
組
み
は

―
答
弁
―
府
と
連
携
し
広
域
的
に

削
減
目
標
達
成
に
向
け
努
力

環 境


